












て
窺
前
に
多
額
の
香
蚕
を
お
く
ら
れ
、
常
支
含
と
し

て
も
鄭
垂
な
る
澱
を
以
て
之
を
遇
し
、
霊
前
に
供
物

を
呈
し
ま
し
た
。
曾
葬
者
は
各
界
の
名
士
の
顔
も
見

え
、
退
職
公
迩
、
弘
通
含
員
、
教
育
開
係
者
、
教
え

子
、
知
己
、
故
蕉
者
数
百
名
に
及
び
ま
し
た
、
こ
入

に
支
含
と
し
て
弔
詞
を
透
っ
て
正
井
翁
を
追
慕
す
る

支
酋
の
報
告
と
し
ま
す
。
な
ほ
翁
の
令
息
義
人
氏
は

本
含
の
た
め
献
身
的
に
壷
さ
る
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
、
氏
は
元
陸
軍
中
時
に
て
、
師
剛
長
、
司
令
官
等

の
重
職
に
あ
り
ま
し
た
が
、
目
下
は
金
融
界
で
松
江

に
重
き
を
な
す
人
で
あ
り
ま
し
て
、
正
井
翁
の
在
天

の
頚
も
安
ん
じ
ら
れ
た
こ
と
と
恩
ひ
ま
す
。

Ｏ
弔
詞

日
本
弘
遡
念
松
江
支
含
顧
問
故
正
井
儀
之
丞
先
生

は
教
育
を
以
て
そ
の
天
職
と
せ
ら
れ
ま
し
て
、
没
我

献
身
祇
含
有
用
の
人
材
を
育
成
さ
れ
、
し
か
も
本
螺

斯
界
の
先
達
た
る
令
響
を
博
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
の

み
な
ら
ず
、
人
迩
の
練
成
高
揚
を
主
眼
と
す
る
弘
逝

精
祁
は
、
邦
家
基
盤
の
狸
化
剤
た
る
べ
し
と
の
信
念

の
も
と
に
、
本
支
曾
長
と
し
て
挺
身
誘
導
に
努
力
粘

進
さ
れ
、
今
は
顧
問
と
し
て
愈
々
助
長
の
温
き
手
を

延
ば
さ
れ
ま
し
た
こ
と
前
後
二
十
有
九
年
に
及
び
ま

し
た
の
に
、
此
の
度
病
臓
の
浸
す
と
こ
ろ
と
な
り
、

忽
潟
と
し
て
長
逝
せ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
境
に
哀

悼
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
今
や
先
生
は
所
謂
功
成
り
名
を
途
げ
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
交
す
、
ま
た
三
令
息
そ
れ
，
卜
、
傑
出

の
材
を
以
て
世
に
つ
く
さ
れ
、
孫
さ
ん
玄
孫
さ
ん
合

せ
て
十
数
人
を
数
ふ
ほ
ど
の
家
運
の
隆
昌
を
見
、
九

十
一
歳
の
長
寿
を
保
た
れ
ま
し
た
こ
と
を
見
ま
す
れ

ば
、
よ
き
人
と
伽
も
束
よ
と
招
き
な
す
っ
た
と
も
思

は
れ
ま
す
、
そ
し
て
師
の
君
の
立
て
ら
れ
ま
し
た
弘

道
の
動
の
柱
の
動
く
世
は
あ
り
ま
す
ま
い
・

わ
れ
ら
一
筋
に
弘
通
の
綱
領
に
従
ひ
迩
義
民
主
幽

家
の
建
設
に
迩
進
す
る
こ
と
を
誓
っ
て
や
み
ま
せ
ん

鼓
に
全
員
一
同
を
代
表
し
謹
し
ん
で
哀
悼
の
誠
意

を
表
し
ま
す
。

昭
和
三
十
一
年
二
月
三
日

日
本
弘
道
念
松
江
支
含
長
代
理
平
井
術
浦

正
井
先
生
の
御
逝
去
を
悼
み
て

○
よ
き
人
と
桃
も
束
よ
と
ま
ね
き
ま
す
か
思
ひ
が
け

な
く
と
く
逝
き
し
君

○
師
の
君
の
つ
く
し
給
ひ
し
弘
道
の
勤
の
柱
動
く
世

あ
ら
め
や

○
和
歌
の
浦
磯
部
の
松
の
枯
れ
に
け
り
下
か
げ
た
の

む
わ
れ
ら
残
し
て

○
み
桃
の
位
に
ま
せ
ば
い
か
ば
か
り
蓮
さ
く
図
た
の

し
か
る
ら
ん

○
蓮
の
垂
の
ぼ
り
く
だ
れ
る
水
の
昔
鳥
の
鐸
な
ど
め

で
た
か
る
ら
ん

○
幅
島
騨
江
名
支
含
報
告

富
支
含
は
三
月
二
日
午
後
一
時
よ
り
新
築
間
も
な

き
江
名
公
民
館
に
於
て
、
昭
和
三
十
年
度
綱
含
を
開

催
し
、
開
含
の
餅
、
君
が
代
香
唱
、
支
含
長
挨
拶
、

庶
務
含
計
の
報
告
、
協
議
、
閉
含
の
酢
の
順
序
に
よ

っ
て
進
行
し
、
引
続
き
同
二
時
三
十
分
よ
り
江
名
公

民
館
運
管
審
議
委
員
倉
と
共
催
に
て
一
般
の
希
望
に

よ
り
経
済
講
演
衝
を
開
催
し
た
。
本
含
よ
り
は
御
多

用
中
に
も
拘
ら
ず
割
田
主
事
殿
が
御
臨
席
下
さ
れ
、

先
づ
弘
道
倉
に
つ
い
て
継
ぐ
お
話
が
あ
り
、
次
に
経

済
評
論
家
前
田
梅
松
先
生
か
ら
「
日
本
経
済
の
見
通

し
』
と
い
演
題
の
下
に
二
時
間
以
上
に
亘
っ
て
御
講

演
が
あ
っ
た
、
平
易
に
し
て
し
か
も
ユ
ー
モ
ア
交
り

の
椎
め
て
有
益
な
り
講
淡
は
聴
衆
に
多
大
な
る
感
銘

を
典
へ
、
同
五
時
散
命
し
た
。

○
千
葉
騨
東
部
支
曾
報
告

三
月
十
一
日
午
前
十
一
時
よ
り
高
木
支
含
長
宅
に

て
支
含
役
員
管
開
催
、
菅
佐
原
願
間
初
め
、
理
事
評

議
員
十
名
曾
合
、
主
と
し
て
本
年
度
春
季
縄
含
の
件

に
つ
き
協
議
し
、
一
、
総
曾
講
演
念
は
四
月
八
日
午

前
縄
含
、
午
後
講
演
倉
、
二
、
場
所
は
奮
山
倉
地
唾

第
一
山
倉
小
皐
校
と
決
定
し
、
直
ち
に
本
含
に
講
師

派
誰
方
を
申
請
す
る
こ
と
と
し
、
謹
食
を
共
に
し
て

懇
談
を
か
さ
ね
、
午
後
三
時
散
含
致
し
ま
し
た
、
猶
秋

季
の
総
含
は
府
馬
地
厘
に
於
て
開
催
の
溌
定
で
す
。

（40）



｜
‐
曾
矧
１
１

日
本
弘
道
含
第
五
十
四
同
定
期
総
含

一
職
日
時
昭
和
三
十
一
年
四
月
二
十
二
日
（
旦

一
、
場
所
東
京
都
千
代
田
厘
西
祁
田
二
ノ
ー

日
本
弘
道
含
館

○
祭
事
（
午
前
十
時
）

口
本
含
故
正
副
含
長
並
に
物
故
倉
員
年
祭

（
曾
長
・
麦
曹
長
代
表
祭
文
・
曾
長
・
遺
族
・
曾

員
代
表
玉
串
奉
重
）

○
毒
昌
祝
賀
式
（
午
前
十
時
半
）

口
本
命
役
員
並
に
功
勢
考
毒
昌
祝
賀
式

〔
曹
長
祝
誹
・
記
念
品
贈
呈
・
謙
昌
者
代
表
容
酢
）

○
定
期
綿
曾
（
午
前
十
一
時
）

（
千
代
田

式
両
側

右
の
次
第
で
州
似

位
の
振
て
御
来
称

昭
和
三
十
一
年
四
月

一
金
参
百
回
也
昼

一
余
誠
而
川
也
（

一
金
百
舌
凹
也
〔

一
金
萱
肝
回
也
（

○
定
期
綿
曾
〔
午

口
含
長
式
餅

口
昭
和
三
十
年
度
決
算
報
告

口
昭
和
三
十
一
年
度
諜
算
報
告

口
昭
和
三
十
年
度
事
業
報
告

◇
霊
食
（
蝉
営
を
呈
す
）

◇
記
念
撮
影
（
午
後
一
時
）

◇
記
念
講
演
（
午
後
一
時
半
）

＠
泊
翁
先
生
墓
参
（
午
後
三

〔
文
京
随
駒
込
林
町
養
源
寺

＠
総
曾
記
念
懇
親
書
〔
午
後

‐
Ｉ
‐
‐
ｌ
‐

一
田
厘
牛
撒
門
・
東
係
曾
館
・
曾
蜜

園
）
（
申
込
四
月
二
十
日
ま
で
）

催
致
し
ま
す
か
ら
、
命
員
各

月
牡
幽
法
人
日
本
弘
道
曾

（
寄
附
）
東
京
都
坂
本
流
次
郎

（
多
）
参
井
簡
訓
莱

？
）
埼
玉
螺
石
川
奈
美
子

（
多
）
飯
能
市
須
田
甚
作

を

お
待
ち
巾
上
げ
ま
す
。

（
午
後
三
時
半
）

刈
養
源
寺
）

一
宮
〔
午
後
六
時
）

、
戸
に
厚
ｌ
ノ

／
言
上
と
匙

作子策郎

○
こ
坐
に
陽
春
四
月
を
迎
へ
る
戸
」
と
と
な
り
ま
し

た
、
花
は
笑
ひ
烏
は
歌
う
と
い
う
こ
の
時
と
も
な
れ

ば
、
人
間
も
ま
た
自
然
と
活
動
し
出
し
ま
す
こ
と
と

て
、
何
と
な
く
世
も
う
る
さ
く
な
っ
て
参
り
ま
す
。

殊
に
維
職
後
と
い
う
も
の
は
、
何
事
も
や
れ
闘
争
、

や
れ
反
抗
と
い
う
こ
と
で
、
い
う
と
こ
ろ
の
「
平
和
」

な
ど
と
い
ふ
螺
な
ど
と
は
正
に
祉
は
反
封
そ
の
も
の

で
す
。
闘
愈
と
い
ひ
、
救
育
問
題
、
外
交
問
題
、
努

働
争
議
、
竿
々
少
し
う
る
さ
す
ぎ
ま
す
、
も
少
し
冷

静
に
な
っ
て
、
よ
き
国
家
の
復
興
の
た
め
に
ジ
ッ
ク

リ
し
た
歩
み
を
紬
け
た
い
も
の
で
す
。

○
本
命
は
こ
上
に
創
立
八
十
周
年
を
迎
へ
る
こ
と
と

な
り
室
し
た
こ
と
は
御
同
慶
の
至
り
で
す
。
但
し
こ

の
喜
び
は
糠
々
の
都
合
か
ら
、
今
秋
に
な
っ
て
何
等

か
の
意
を
表
し
た
い
も
の
と
今
の
と
こ
ろ
澱
定
し
て

居
り
ま
す
。

○
念
告
の
如
く
、
本
年
の
第
五
十
四
回
の
定
期
縄
酋

は
、
来
る
四
月
二
十
二
日
（
日
）
に
決
定
し
主
し
た
。

何
か
と
御
多
川
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
、
振
っ
て

梼
様
方
の
御
出
席
を
お
持
ち
致
し
て
居
り
ま
す
。

○
本
雛
に
は
北
岡
教
授
の
春
季
闘
争
問
題
、
下
村
博

士
や
鳥
山
先
生
、
久
松
輝
士
等
の
畔
事
に
因
む
名
随

錐
を
飾
り
ま
し
た
、
ま
た
青
年
誹
座
も
勝
部
先
生
の

も
の
を
終
り
、
新
に
原
坤
士
の
諦
座
が
議
場
致
し
ま

し
た
、
御
期
待
願
ひ
ま
す
。
“

謂
鱈
だ
よ
り

１
１

１

一
弘
‐
這
冒
便
‐
１
斗
脇
劉
制
御

昭
和
三
十
一
年
四
月
一
日
髄
行

東
京
都
千
代
田
Ｅ
西
紳
田
二
ノ
ー

嚢
行
粂

割
田
斧
二

編
輯
人

東
京
都
千
代
田
睡
脚
田
紳
保
町
三
ノ
十

印
刷
人
春
山
治
部
左
衛
門

東
京
都
千
代
田
腿
祁
田
神
保
町
三
ノ
十

印
刷
所
（
東
京
垂
ご
共
立
牡
印
刷
所

弘
道
曾
入
含
手
績

一
ヶ
年
曾
費
金
百
威
拾
回
を
擁
込
み
入
曾
の
手
績

を
と
る
こ
と
。
含
員
に
は
雑
誌
弘
道
を
無
料
配
布

す
る
外
に
種
々
の
特
典
あ
り
、
規
則
書
は
郵
券
拾

目
封
入
の
方
に
還
付
す
。

○
本
誌
麿
告
の
件
に
つ
い
て
は
、

本
曾
編
輯
部
へ
御
相
談
を
乞
ふ
。

東
京
都
千
代
田
腿
西
紳
田
ニ
ノ
ー

諦
蔀
煙
日
本
弘
道
曾

電
話
九
段
九
番

振
替
口
座
東
京
皇
玉
番

日
本
出
版
協
曾
曾
員
番
溌
Ｂ
二
四
莞 、

一
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い
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動
作

物
の
坂
扱

食
事
道
路
交
通

旋
館
・
ホ
テ
ル
お
よ
び
汽
船

公
衆
の
場
所

社
寺
・
教
会

集
会
・
会
議

近
所
訪
問
名
刺

応
接
・
接
待

紹
介
通
信
電
話
慶
弔
拝
礼
贈
答
招
侍

夕
食
会
・
昼
食
会

お
茶
の
会
・
園
遊
会

競
技
・
遊
技

家
庭
皇
室

国
旗
・
国
歌

外
国
人
に
対
す
る
心
得

古
来
の
伝
統
と
美
し
い
慣
習
と

を
尊
重
し
、
し
か
も
今
日
の
実

情
を
十
分
考
え
た
新
し
い
「
礼

法
要
項
」
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
こ
こ
数
年
来
各
方

面
共
通
の
声
で
あ
り
ま
し
た
。

今
回
、
日
本
弘
道
会
礼
法
研
究

調
査
委
員
会
は
、
全
く
新
た
な

構
想
の
も
と
に
、
新
礼
法
要
項

を
調
査
、
発
表
致
し
戎
し
た
。

本
委
員
会
は
、
各
界
代
表
者
を

も
っ
て
構
成
し
、
二
ヵ
年
の
歳

月
を
費
し
て
完
成
さ
れ
、
内
容

に
つ
い
て
は
、
外
国
の
礼
法
も

参
考
と
し
、
宮
内
庁
、
外
務
省

等
の
意
見
も
求
め
、
完
備
し
た

も
の
た
ら
し
め
て
お
り
戎
す
。
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